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以
前
よ
り
の
町
名
な
る
事
知
ら
れ
け
り
。
=
一州
志
来
図
縦
覧
附
脱
却
に

門
町
J

P
l
l

一

も
、
尾
山
八
町
は
佐
久
間
氏
本
名
と
定
む
る
名
目
な
り
c
所
詔
八
町

中
の
材
木
町
は
・
此
の
時
今
の
紺
屋
坂
溢
に
あ
り
と
い

へ
り
。

O
舘
紺
屋
四
郎
兵
衛
傍

三
州
芯
来
悶
概
見
附
録
に
一
宮
ふ
。

古

へ
披
外
紺
屋
坂
の
訟
に
、
舘叫制

度
と
て
染
エ
あ
り
。
此
の
品
川
エ
の
先
組
は
向
桑
備
後
と
云
ム
賊
魁
に

て
-
石
川
郡
創
出
村
民
居
館
す
。
天
正
九
年
信
長
公
附
問
符
征
伐
に
付

き
・
備
後
の
子
五
郎
と
云
ム
者
、
河
北
郡
森
下
に
至
り
染
工
を
な
し
、

佐
人
館
紺
屋
と
呼
べ
り
。
共
の
子
孫
十
郎
に
至
り
て
、
尚
徳
公
民
長

三
年
卯
月

H
一
目
、
染
物
向
後
森
下
紛
口
血
孫
十
郎
-
人
民
命
ぜ
ら
る

a
A

よ
し
印
牲
を
賜
ひ
.
同
五
年
五
月
廿
七
日
金
潔
紺
屋
頭
陀
命
ぜ
ら

る
ミ
よ
し、

瑞
能
公
の
親
問
問
あ
り
て
、
此
の
頃
森
下
よ
り
金
滞
へ
出

で
.
紺
屋
坂
叫
躍
に
家
作
し
て
居
す
。
公
高
悶
へ
濯
ら
せ
ら
る
時
、
孫

十
郎
従
ひ
行
き
，
高
岡

K
て
染
工
陀
{
且
し
か
ち
ん
と
て
、
千
保
河
溢

焔
平
町
に
て
方
五
十
問
の
居
地
を
脇
ふ
。
公
施
後
金
調
陣
へ
飾
る
庭
、

紺
屋
坂
縫
の
怒
邸
師
に
官
地
と
成
る
。

依
ν
之
易
地
賜
は
る
ま
で
、
味

噌
磁
町
の
味
噌
部
屋

K

Wく
置
か
せ
ら
れ
、
其
の
後
材
木
町
焼
失

K

て、

材
木
町
を
問
弁
口
へ

移
さ
れ
た
h
y

。
此
の
頃
ま
で
の
材
木
町
は

四
O 

披
際
陀
あ
り
し
と
一式
ム
。
則
ち
問
弁
口
材
木
町
民
て
方
十
問
の
易
地

を
賜
へ
り
。
元
今
の
付
加
紺
屋
凶
郎
兵
衛
が
居
宅
の
地
な
り
。
四
郎
兵

衛
は
印
ち
・
討
桑
術
後
よ
り
血
肱
相
拙
相
し
て
今
K
至
る
と
云
ム
。
此
の

家
族
館
紺
屋
新
助
家
よ
り
中
古
後
見
せ
し
事
あ
り
て
、
尚
徳
公
・紛

能
公
開
叩
の
親
州
川
氏
蹴
の
分
は
新
助
方
陀
仰
来
し
、
問
郎
兵
衛
家
に
は

ね
の
み
在
り
と
い
へ
り
。
共
の
お
絡
は
紺
屋
援
の
僚
に
帥
叫
す
。

O
大
桑
響
縞
寺

荒
波
民
宗
v批
判制
也
。
川
仙
寺
本
設
は
土
誠
治
な
り
。
点
平
二
年
の
山
梨

m
w
k
一耳ふ。

川仙
寺
凶
器
、
文
安
二
年
本
願
寺
七
世
存
如
上
人
之
末
子

陥
光
、
石
川
郡
大
桑
村
陀
建
立
。
艇
長
六
年
材
木
町
今
の
地
へ
移
測

す
と
あ
り
。
或
は
云
ふ
。
今
大
桑
村
陀
御
坊
屋
敷
と
糾
す
る
地
ニ
ク

所
あ
り
。

一
所
は
則
ち
警
師
寺
の
都
地
、

一
所
は
川
上
新
町
徳
普
寺

の
寺
跡
に
て
、
中
に
も
警
師
寺
は
甚
だ
古
利
也
と
云
ム
。
務
停
に
云

ム
。
替
問
寺
は
佐
古
は
大
桑
山
救
世
観
音
寺
と
銃
し
、
四
{示
品
官
、
感
の

沼
地

K
て
古
利
な
り
し
が
、
文
明
年
中
迎
如
北
閣
下
向
の
頃
、
彼
の

{一市議

k
m依
し
て
遂
に
弟
子
と
成
り
・
寺
放
を
も
改
め
て
警
繭
寺
と

都
せ
り
。
彼
の
川
上
新
町
な
る
徳
善
寺
も
、
モ
の
か
み
救
世
観
音
寺

の
坊
中
な
り
し
か
ど
、
赴
も
同
じ
く
改
{一目
し
て
後
会
部
へ
出
で
.
今
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